
政
治
漫
画
に

み

る
村
山
政
権

茨
　
木
　
正
　
治

III　II 1IV

は
じ
め
に

議
題
設
定
機
能
と
「
政
治
漫
画
」

内
容
分
析

ω
　
分
析
手
順

②
　
分
析
結
果
と
考
察

　
①
テ
ー
マ
の
分
析

　
②
シ
ン
ボ
ル
の
分
析

お
わ

り
に

1
　
は
じ
め
に

　
一
九
九
四
年
六
月
三
〇
日
に
発
足
し
た
自
社
さ
連
立
政
権
で
あ
る
村
山
政
権
は
在
任
期
間
で
細
川
政
権
を
抜
き
、
唯
一
の
社
会
党
政
権

で
あ
っ
た
片
山
哲
政
権
（
四
七
年
五
月
か
ら
四
八
年
三
月
、
二
九
二
日
）
を
も
追
越
し
、
五
五
五
日
を
迎
え
た
一
九
九
六
年
一
月
五
日
に

突
如
退
陣

を
表
明
し
た
。
成
立
か
ら
崩
壊
ま
で
終
始
「
意
外
性
」
を
も
っ
た
政
権
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
政
権
は
、
自
民
党
の
一
党

体
制
で
あ
っ
た
五
五
年
体
制
の
終
焉
を
目
的
と
し
た
連
立
政
権
の
一
環
と
し
て
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
連
合
が
自
民
党
と
社
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会
党

と
の
連
立
で
あ
っ
た
た
め
に
「
野
合
」
の
誘
り
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
・
社
連
合
も
連
立
の
一
形
式
に
す
ぎ
な
い
と
考
え

れ

ば
、
「
野
合
」
の
批
判
は
五
五
年
体
制
時
代
の
自
民
・
社
会
の
対
立
構
造
を
ひ
き
ず
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
五
五
年
体
制
の
崩
壊
後
登
場
し
た
連
立
政
権
は
、
従
来
の
政
治
の
枠
組
み
を
少
な
く
と
も
形
の
上
か
ら
ま
ず
変
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
政
治
状
況
の
変
化
は
そ
れ
を
伝
え
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
連
立
政
権
の
登
場

以
来
、
新
聞
の
一
餉
漫
画
で
あ
る
「
政
治
漫
画
」
に
も
変
化
が
見
え
始
め
て
い
る
。
単
純
な
体
制
批
判
で
も
賛
美
で
も
な
い
多
様
な
現
実

を
曖
昧
の
ま
ま
に
受
け
取
る
姿
勢
が
「
政
治
漫
画
」
の
中
に
生
じ
て
き
た
。
こ
れ
は
「
政
治
漫
画
」
に
と
っ
て
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
と

言
わ

ざ

る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
「
政
治
漫
画
」
は
「
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
描
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た

か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
混
沌
と
し
た
政
治
状
況
を
一
枚
の
画
像
に
集
約
さ
せ
る
に
は
、
過
度
の
単
純
化
と
善
悪
・
左
右
・
表
裏
と
い
っ

た

二
元
論
に

基

づ
く
構
成
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
政
治
の
世
界
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
一
般
の
「
政
治
ぎ
ら
い
」
の
人
々

に

も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
現
実
の
政
治
状
況
自
体
が
二
元
論
に
収
敷
で
き
る
ほ
ど
見
か
け
で
も
単
純
な
時
代
で

あ
れ
ば
、
「
政
治
漫
画
」
は
「
企
業
努
力
」
に
努
め
る
必
要
が
ご
く
少
量
で
す
ん
だ
。
五
五
年
体
制
は
、
こ
の
意
味
で
格
好
の
「
政
治
漫
画
」

の

「

安
息
地
」
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
活
字
と
画
像
の
両
方
の
性
質
を
合
わ
せ
持
ち
、
多
様
な
現
実
を
一
枚
の
画
に
凝
集
さ
せ
て
表
す
「
政
治
漫
画
」
は
複
雑
化

が
進
む

現
代
の
政
治
状
況
の
中
で
「
何
が
重
要
か
」
と
い
う
議
題
設
定
の
機
能
を
持
ち
、
そ
の
機
能
を
活
か
す
時
期
に
来
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
、
「
政
治
漫
画
」
の
こ
の
よ
う
な
機
能
を
分
析
す
る
た
め
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
「
政
治
漫
画
」
そ
の
も
の
の
研
究
が

社
会
科
学
で

は
「
政
治
漫
画
」
の
歴
史
の
長
さ
と
は
裏
腹
に
ま
だ
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
議
題
設
定
機
能
に
お
け
る
現
実
の
再
構
成
に
着
目
し
、
修
辞
学
の
知
見
を
若
干
援
用
し
つ
つ
村
山
政
権
を
描

く
「
政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
と
シ
ン
ボ
ル
の
分
析
を
通
じ
て
、
村
山
政
権
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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H
　
議
題
設
定
機
能
と
「
政
治
漫
画
」

　
社
会
生
活

を
営
む
上
で
重
要
な
事
柄
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
ど
れ
が
最
も
重
要
で
以
下
ど
の
よ
う
な
順
序
に
な
る
の
か
（
な
る

と
最
適
か
）
を
考
え
る
際
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
重
要
点
の
指
摘
な
ら
び
に
順
序
づ
け
に

着
目
し
た
の
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
議
題
設
定
機
能
研
究
（
騨
σ
q
o
邑
①
あ
9
亘
口
ひ
a
①
o
宮
o
①
o
ゴ
）
で
あ
る
。
　
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
強

調
し
顕
在
化
さ
せ
た
争
点
や
主
題
が
受
け
手
が
自
覚
す
る
争
点
・
主
題
の
重
要
・
顕
在
性
に
か
な
り
高
い
相
関
と
因
果
関
係
が
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
争
点
や
主
題
の
設
定
が
受
け
手
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
認
知
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
仮
説
を

提
示
し
た
研
究
が
議
題
設
定
機
能
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
一
九
六
入
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
争
点
を
メ
デ
ィ
ア
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

受
け
手
（
有
権
者
）
と
の
重
要
度
の
比
較
を
し
た
マ
コ
ー
ム
ズ
と
シ
ョ
ー
の
論
文
を
嗜
矢
と
し
て
現
在
ま
で
に
二
〇
〇
余
り
の
論
文
が
発

　
　
　
　
　
（
2
）

表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
数
の
多
さ
は
、
議
題
設
定
機
能
研
究
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
拡
張
さ
れ
て
き
た
証
で
も
あ
る
。
七
〇
年
代
後

半
か

ら
は
、
議
題
設
定
を
左
右
す
る
「
随
伴
条
件
」
（
8
葺
日
ぬ
o
暮
6
0
白
合
江
o
諺
）
の
研
究
、
八
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
受
け
手
の
側
の
争

点

（
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
、
続
い
て
メ
デ
ィ
ア
側
の
重
要
視
し
た
争
点
（
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
の
考
察
が
な
さ
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
争
点
の
議
題
設
定
の
競
合
の
考
察
か
ら
、
効
果
の
領
域
が
認
知
過
程
か
ら
態
度
や
行
動
の
過
程
に
広
が
っ
た
り
、
顕
在
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
争
点
が
特
定
の
立
場
を
強
調
す
る
「
誘
発
争
点
」
（
＜
巴
き
6
0
一
ω
。
・
已
m
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
後
続
効
果
へ
の
関
心
が
生
じ
て
き
た
。

　
こ

こ

で
議
題
設
定
機
能
研
究
と
「
政
治
漫
画
」
と
の
関
わ
り
を
み
る
た
め
に
、
特
徴
を
次
の
よ
う
に
五
つ
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
①
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

知

と
態
度
・
行
動
レ
ベ
ル
へ
の
影
響
、
②
現
実
の
再
構
成
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
、
③
「
地
位
付
与
機
能
」
の
見
直
し
、
④
送
り
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

研
究

と
の
統
合
、
⑤
「
随
伴
条
件
」
と
「
利
用
と
満
足
」
の
研
究
と
の
接
触
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
「
何
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
か
」
と
い
う
思
考
の
対
象
に
影
響
す
る
こ
と
が
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
量
や
争
点
の
タ
イ

プ
、
情
報
探
索
欲
求
の
程
度
な
ど
の
「
随
伴
条
件
」
に
よ
っ
て
、
「
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
」
と
い
う
思
考
の
内
容
の
示
唆
に
ま
で
議
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題
設
定
が
影
響
を
与
え
る
と
い
え
る
。
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
は
、
「
争
点
の
タ
イ
プ
」
に
近
似
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「

政
治
漫
画
」
の
伝
え
る
べ
き
内
容
に
よ
っ
て
読
み
手
の
認
知
・
態
度
の
い
ず
れ
か
に
影
響
す
る
か
は
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
国
際

問
題
や
経
済
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
問
題
が
読
み
手
に
と
っ
て
十
分
な
知
識
を
持
つ
可
能
性
が
少
な
い
の
で
、
内
容
の

「

解
説
」
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
読
み
手
の
認
知
（
た
と
え
ば
、
ゴ
ラ
ン
高
原
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
な
「
政

治
漫
画
」
を
描
く
）
を
考
慮
し
た
作
品
に
な
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
の

よ
う
に
、
シ
ラ
ク
大
統
領
が
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
「
既
知
」
で
あ
る
と
み
な
し
た
場
合
に
は
、
読
み
手
に
一
定
の
態
度
を
要
求
す
る

「

論
評
」
の
性
格
の
強
い
「
政
治
漫
画
」
に
な
る
。

　
②
で
は
、
社
会
的
現
実
を
多
様
な
現
実
か
ら
選
択
し
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
受
け
手
で
あ
る
一
般
大
衆
に
提
示
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
メ

デ

ィ
ア
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
議
題
設
定
機
能
の
指
摘
は
、
「
メ
デ
ィ
ア
が
構
成
す
る
現

実
」
を
受
け
手
に
提
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
点
は
メ
デ
ィ
ア
全
般
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
「
政
治
漫

画
」
に
お
け
る
現
実
再
構
成
の
独
自
性
は
何
か
と
い
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
活
字
と
画
像
と
の
複
合
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
が
手
が
か

り
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
描
か
れ
た
も
の
と
描
か
れ
な
か
っ
た
も
の
の
峻
別
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
同

時
に
、
「
政
治
漫
画
」
内
の
説
明
語
句
や
「
見
出
し
」
（
「
政
治
漫
画
内
情
報
」
）
、
お
よ
び
記
事
や
社
説
の
よ
う
な
「
政
治
漫
画
」
外
情
報
の

な
か
の
文
字
情
報
に
お
け
る
争
点
の
顕
出
性
と
「
政
治
漫
画
」
の
「
画
像
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
「
現
実
」
を
再
構
成
し

た
か
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
③
は
②
に
付
随
し
て
生
ず
る
特
徴
で
あ
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
特
定
の
争
点
を
重
要
な
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
る
対
象
が
人
物
で
あ

る
場
合
、
受
け
手
は
メ
デ
ィ
ア
が
わ
ざ
わ
ざ
と
り
あ
げ
た
と
考
え
て
、
そ
の
人
物
を
争
点
に
お
け
る
重
要
な
も
の
と
み
な
し
が
ち
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
す
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
バ
ー
が
示
し
た
よ
う
に
、
現
実
の
構
成
の
な
か
で
も
個
人
の
イ
メ
ー
ジ
の
構
成
が
メ
デ
ィ
ア
主
導
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
「
政
治
漫
画
」
に
よ
っ
て
、
特
定
個
人
の
「
戯
画
」
が
な
さ
れ
れ
ば
一
層
強
ま
る
。
「
戯
画
」
は
「
政
治
漫
画
」
の
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中
心
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
か
ら
、
対
象
と
す
る
人
物
に
ど
の
よ
う
な
性
格
を
「
付
与
」
す
る
か
は
読
み
手
の
（
そ
の
「
政
治
漫
画
」
を

面
白
い
と
感
じ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
）
人
物
認
知
お
よ
び
態
度
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　
④
は
、
議
題
設
定
の
主
体
は
誰
か
と
い
う
問
い
掛
け
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
設
定
主
体
は
誰
か
と
い
う
問
い
掛
け
へ
と
移

行
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
政
治
漫
画
」
で
は
、
新
聞
杜
の
担
当
部
局
と
漫
画
家
と
の
関
連
－
制
作
過
程
、
相
互
の
権
力
関
係
、
新
聞
の
他

の

分
野

と
の
（
自
己
／
他
者
）
「
認
識
」
の
違
い
（
「
新
聞
の
盲
腸
」
か
「
盲
腸
の
盲
腸
」
か
）
　
　
を
事
例
研
究
に
よ
っ
て
考
察
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
雑
誌
漫
画
に
お
け
る
作
品
の
「
組
織
化
」
に
着
目
し
、
半
ば
「
商
品
」
と
化
し
た
雑
誌
漫
画

の
構
造
を
分
析
し
、
そ
れ
を
掘
り
崩
す
手
段
を
「
政
治
漫
画
」
の
「
構
造
化
」
と
の
比
較
に
お
い
て
求
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

m
　
内
容
分
析

政治漫画にみる村山政権（茨木）

ω
　
分
析
手
順

　
一
九
九
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
「
朝
日
新
聞
」
、
「
毎
日
新
聞
」
、
「
読
売
新
聞
」
の
各
縮
刷
版
（
東
京
最
終
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に

掲
載

さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
二
一
六
枚
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。
内
訳
は
、
「
朝
日
」
八
九
枚
、
「
毎
日
」
二
六
枚
、
「
読
売
」
一
〇
一
枚

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
一
二
六
枚
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
、
①
テ
ー
マ
の
分
析
、
②
シ
ン
ボ
ル
の
分
析
、
の
二
つ
に
分
け
て
考
察
し
た
。

　
①
テ
ー
マ
の
分
析

　
「

政
治
漫
画
」
が
題
材
と
す
る
社
会
現
象
や
出
来
事
を
一
枚
ご
と
に
読
取
り
、
各
々
の
「
政
治
漫
画
」
に
対
し
て
一
項
目
を
原
則
と
し

て
、
内
容
に
対
応
す
る
出
来
事
を
抜
き
出
し
た
。
そ
の
出
来
事
を
時
系
列
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
「
政
治
」
、
「
経
済
」
、
「
外
交
」
、
「
労

働
」
、
「
世
界
」
、
「
文
化
」
、
「
社
会
」
、
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
各
各
の
頻
度
を
調
べ
た
。
「
政
治
」
に
お
い
て
は
、
下
位
分
類
と
し
て
「
内

閣
」
、
「
国
会
」
、
「
選
挙
」
、
「
政
党
」
、
「
政
治
倫
理
」
、
「
そ
の
他
」
、
の
六
項
目
を
設
定
し
て
分
類
し
た
。
テ
ー
マ
が
一
項
目
に
限
定
で
き
な
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い

「

政
治
漫
画
」
に
は
二
項
目
に
ま
で
ま
た
が
る
「
重
複
」
を
考
慮
し
た
。
ま
た
、
「
政
治
」
と
「
外
交
」
の
項
目
に
は
テ
ー
マ
選
定
に
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

響
を
与
え
た
諸
要
素
を
「
政
治
常
識
」
、
「
文
化
的
示
唆
（
事
象
）
」
、
「
人
物
の
特
徴
」
、
「
時
事
的
項
目
」
の
四
項
目
に
分
け
て
「
政
治
漫
画
」

一
枚
ご

と
に
検
討
を
加
え
た
。

　
②
シ
ン
ボ
ル
の
分
析

　
「

政
治

漫
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
語
・
述
語
の
関
係
が
明
確
に
な
る
よ
う
な
短
文
を
「
政
治
漫
画
」
一
枚
に
つ
き
一
文
ず
つ
学
部

　
　
　
（
1
0
）

学
生
五
人
に

作
ら
せ
た
。
こ
れ
を
基
に
し
て
、
「
主
体
」
と
「
客
体
」
と
「
述
語
動
詞
」
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
た
。

　
「

主
体
」
と
「
客
体
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
登
場
す
る
人
物
と
事
物
の
出
現
数
を
調
べ
た
。
人
物
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
漫
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

一
枚
あ
た
り
の
人
数
、
「
特
定
で
き
る
」
人
物
の
数
と
そ
の
内
訳
、
な
ど
を
テ
ー
マ
と
関
連
さ
せ
て
考
察
し
た
。
事
物
に
つ
い
て
は
、
何
（
誰
）

を
シ
ン
ボ
ル
化
し
て
い
る
の
か
に
留
意
し
て
前
述
の
学
生
五
人
に
問
い
た
だ
し
た
。

　
「

述
語
」
に
つ
い
て
は
、
短
文
の
結
果
か
ら
類
型
化
し
、
そ
の
類
型
に
ど
の
よ
う
な
「
主
体
」
や
「
客
体
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
、

背
景
と
な
る
政
治
・
社
会
現
象
と
関
連
さ
せ
て
分
析
を
行
な
っ
た
。

　
以
上
の
二
つ
の
視
点

か

ら
の
分
析
の
中
で
、
既
存
の
分
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
他
の
「
連
立
政
権
」
1
細
川
政
権
（
九
三
年
八
月
～
九

四
年
四
月
）
、
羽
田
政
権
（
九
四
年
四
月
～
同
年
六
月
）
－
と
の
比
較
を
も
合
わ
せ
て
行
い
、
村
山
政
権
の
も
つ
独
自
性
を
明
ら
か
に
し

　
　
　
　
（
1
2
）

よ
う
と
し
た
。

　
②
　
分
析
結
果

と
考
察

①
テ
ー
マ
の
分
析

村
山
政
権
成
立
後
三
ヵ
月
間
に

「

政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
出
来
事
を
時
系
列
に
表
わ
し
た
も
の
が
（
表
1
）
で
あ
る
。
六
月
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二
五

日
の
羽
田
内
閣
退
陣
を
受
け
て
、
五
五
年
体
制
下
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
自
民
党
と
社
会
党
の
連
立
、
し
か
も
片
山
内
閣
以
来
の

社
会
党

内
閣
と
な
る
村
山
内
閣
は
九
四
年
六
月
三
〇
日
に
成
立
し
た
。
こ
の
三
ヵ
月
は
村
山
内
閣
の
社
会
党
政
権
か
ら
の
脱
却
を
意
味
し

て

い

た
。
（
表
1
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
七
月
一
入
日
か
ら
五
日
間
開
か
れ
た
一
二
三
国
会
に
お
い
て
、
村
山
首
相
は
「
自
衛
隊
合

憲
」
、
「
非
武
装
中
立
」
の
撤
回
、
「
君
が
代
」
・
「
日
の
丸
」
の
容
認
、
等
々
従
来
の
社
会
党
の
基
本
理
念
・
政
策
を
次
々
と
「
現
実
路
線
」

に

転
換
し
て
い
っ
た
。
七
月
初
頭
の
ナ
ポ
リ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
西
欧
諸
国
の
、
八
月
末
の
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
で
近
隣
諸
国
の
「
認
知
」
儀
礼

を
消
化
し
た
村
山
政
権
は
、
若
干
の
閣
僚
の
揺
れ
（
「
桜
井
問
題
」
）
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
前
述
の
国
会
、
九
月
の
選
挙
と
新
政
権
に
必
要

な
「
顔
見
せ
」
の
儀
式
－
外
交
訪
問
、
所
信
表
明
、
選
挙
1
ー
を
一
応
「
無
難
に
」
こ
な
し
た
と
い
え
る
。

政治漫画にみる村山政権（茨木）
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表1　政治漫画のテーマとなる出来事

6・30

7・1

　　5

　　6

　　8

　　9

　　14

　　18

　20
　21

2
3
6
8

り
’
0
乙
9
白
0
乙

　31
8・1
　　2

　　5

村山内閣成立

東京円、一時97円68銭

中村元建設相斡旋収賄事件初公判

米価据え置き　米審答申

ナポリサミット（～10）日米首脳会談

金日成北朝鮮首席死去

自民党紀委、中曽根・渡辺両氏の役職停止を伝達

首相所信表明演説／最高裁新間議員の上告棄却

衆院で「自衛隊合憲」と首相答弁

参院答弁で非武装中立の終焉を首相表明

「君が代」「日の丸」指導容認と首相発言

123国会閉幕（会期5日間）

日韓首脳会談

公共料金値上げ容認　政府決定

防衛費抑制3党合意

社会党が基本政策転換の議案決定

日米経済協議政府調達分野物別れ

社会党全国代表者会議批判続出

村山内閣資産公開

新党準備会発足を5氏会談で合意

6

　　7

　　9

　11
　　12

　17
　　18

　23
9・3
　　5

　　8

　　11

　　13

　22
　23
　27
　28

広島平和式典で首相挨拶（被爆者援護法の言及なし）

海部・細川両氏、新党9月結成に慎重発言

新生党幹部、小沢氏へ静観を要求

首相会見「援護法与党内で議論を」

衆院選挙区画定審議会が「区割リ案」を勧告

桜井新環境庁長官「日本は侵略戦争の意図なし」と発言（同日全面撤回、14日更迭）

ルワンダPKO派遣を与党が了承

新生党代表幹事に小沢氏復帰（新・新党起草委初会合）

首相、東南アジア歴訪出発（－30）

社会党臨時党大会、政策転換を提示

新・新党基本理念「責任ある政治」を提示

連合山岸会長が辞意

参院愛知再選挙、旧連立側圧勝

ルワンダ難民救済へ自衛隊派遣を閣議決定

政府・与党税制改革大綱を決定

日米包括協議合意持越し

藤波元官房長官に無罪判決

河野外相国連演説、武力不行使・常任理入り訴え

竹下元首相、自民党に復帰
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と
こ
ろ
で
（
表
2
）
か
ら
、
テ
ー
マ
総
数
に
対
す
る
「
政
治
」
、
「
内
閣
」
、
「
外
交
」
の
割
合
を
と
り
、
細
川
政
権
、
羽
田
政
権
と
比
較

す

る
と
、
「
内
閣
」
と
「
外
交
」
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
が
、
「
政
治
」
に
つ
い
て
は
、
村
山
政
権
下
で
は
六

三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
羽
田
政
権
（
八
一
・
四
）
・
細
川
政
権
（
六
九
・
四
）
を
下
回
っ
て
い
る
。
細
川
政
権
は
五
五
年
体
制
の
崩
壊
後
初

の

政
権
で
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
が
高
く
、
羽
田
政
権
は
実
質
二
ヵ
月
（
六
四
日
）
で
あ
り
、
細
川
退
陣
か
ら
羽
田
指
名
ま
で
半
月
近
く
間

が
あ
き
、
「
改
新
」
結
成
に
伴
う
社
会
党
の
政
権
離
脱
に
代
表
さ
れ
る
「
政
治
抗
争
」
が
「
政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
が
多
く
結

果

と
し
て
高
率
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
村
山
政
権
は
就
任
三
ヵ
月
は
目
立
っ
た
政
治
的
対
立
状
況
が
な
く
、
逆
に
自
衛
隊
合
憲
、

P
K
O
容
認
な
ど
の
「
自
民
党
的
」
政
治
姿
勢
が
「
現
実
路
線
」
と
野
党
（
旧
連
立
）
に
評
価
さ
れ
政
治
的
な
対
立
を
生
じ
さ
せ
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
が
「
政
治
」
項
目
の
低
率
に
反
映
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
続
い
て
（
表
2
）
か
ら
月
別
の
特
徴
を
み
る
と
、
七
月
の
「
外
交
」
の
多
さ
は
ナ
ポ
リ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
八
月
の
「
政

治
」
が
最
も
多
い
の
は
桜
井
環
境
庁
長
官
の
戦
争
発
言
と
新
・
新
党
設
立
へ
の
動
き
の
活
発
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
細
川
・
羽
田
政
権

の
場
合
に

は

就
任
時
の
月
が
最
も
多
く
「
政
治
漫
画
」
に
描
か
れ
徐
々
に
減
少
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
村
山
政
権
で
は
最
初
の
二
ヵ
月
は
高

く
三
ヵ
月
目
に
激
減
す
る
。
九
月
の
「
政
治
」
項
目
の
特
徴
は
、
「
政
策
転
換
」
や
ル
ワ
ン
ダ
P
K
O
派
遣
の
問
題
な
ど
の
よ
う
に
就
任
時

か

ら
の
継
続
的
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
目
新
し
さ
に
乏
し
い
。
ま
た
、
政
治
的
ス
タ
ン
ス
も
与
野
党
似
通
っ
て
い
る
の
で
参
院
愛
知

再
選
挙
も
与
野
党
対
決
の
図
式
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
政
治
漫
画
」
の
祖
上
に
上
る
回
数
は
少
な
か
っ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
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（表2）テーマ別出現数

7月 8月 9月 計

政治 50 54 43 147

経済 3 2 5 10

外交 14 6 11 31

労働 0 0 1 1

世界 11 12 14 37

文化 0 0 2 2

社会 0 3 0 3

78 77 76 231

　
こ

こ

で

「

政
治
」
テ
ー
マ
の
下
位
項
目
を
考
え
て
み
る
と
、
（
表
3
）
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
お
け
る
「
内
閣
」
は
政
府
・
与
党
の
動

静
で
あ
る
。
こ
の
「
内
閣
」
の
割
合
を
細
川
・
羽
田
両
政
権
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
細
川
政
権
（
三
四
・
一
）
、
羽
田
政
権
（
四
六
・
九
）

に

対
し
て
五
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
。
細
川
・
羽
田
政
権
は
も
と
も
と
「
自
民
党
」
政
権
の
亜
流
で
あ
っ
た
が
、
村
山
政
権
は

社
会
党
政
権

と
し
て
戦
後
二
番
目
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
「
自
民
党
」
政
治
の
踏
襲
に
結
果
と
し
て
な
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
も
と
の
政

策
の
軸
が
異
な
る
た
め
に
「
政
治
漫
画
」
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
政
策
転
換
の
変
動
の
差
の
大
き
さ
が
細
川
・
羽
田

政
権

と
の
差
に
な
っ
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
内
閣
」
の
動
き
は
大
テ
ー
マ
の
「
政
治
」
項
目
の
動
き
と
似
て
い
る
。
政
権
成
立

後
二

ヵ
月
目
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
三
ヶ
月
目
で
安
定
す
る
。
政
策
の
転
換
を
提
示
し
た
七
月
後
半
の
国
会
か
ら
入
月
初
頭
ま
で
の
衝
撃
の

大
き
さ
を
凌
ぐ
も
の
が
九
月
に
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
八
月
の
「
内
閣
」
項
目
の
登
場
数
の
多
さ
の
要
因
と

し
て
、
長
期
政
権
へ
の
期
待
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
月
の
「
内
閣
」
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
み
る
と
、
「
被
爆
者
援
護
法
」
、
「
ル
ワ

ン

ダ

P
K
O
」
、
「
税
制
改
革
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
な
ら
ん
で
「
政
権
の
持
続
」
へ
の
楽
観
・
期
待
を
基
調
と
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
（
8
／
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（
1
3
）

1
1
Y
、
8
／
1
A
）
。
一
年
間
に
三
人
の
首
相
の
出
現
が
「
連
立
」
政
権
の
特
徴
に
な
り
つ
つ
あ
る
反
面
、
安
定
政
権
へ
の
希
望
と
な
っ

て

「

政
治
漫

画
」
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
（
表
3
）
か
ら
与
野
党
の
各
政
党
個
別
の
動
き
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
政
党
」
を
み
る
と
、

三

〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
。
細
川
政
権
（
一
八
・
六
）
、
羽
田
政
権
（
二
五
・
○
）
に
く
ら
べ
て
高
い
比
率
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
「
連
立
」
与
党
内
の
自
民
党
・
社
会
党
の
情
勢
に
以
前
の
「
連
立
」
政
権
に
比
べ
て
関
心

が
多
く
い
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
自
民
党
で
は
党
内
改
革
、
党
規
違
反
の
処
遇
が
あ
り
、
杜
会
党
で
は
、
基
本
政
策
の
変
更
に
伴
う
全

国
代
表
者
会
議
や
臨
時
党
大
会
に
お
け
る
党
執
行
部
と
党
員
（
特
に
地
方
議
員
）
と
の
対
立
が
「
政
治
漫
画
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
「
政
党
」
に
お
い
て
は
「
政
治
漫
画
」
の
基
本
的
枠
組
み
の
中
に
五
五
年
体
制
の
自
民
・
社
会
の
対
立
の
残
津
が
あ
る
こ
と
が

わ

か
る
。

　
も
う
一
つ
に
は
、
前
二
政
権
が
当
時
の
野
党
で
あ
る
自
民
党
や
社
会
党
の
動
静
に
目
立
っ
た
も
の
が
な
い
と
「
政
治
漫
画
」
が
判
断
し

（1
4
）た
の
に
対
し
て
、
村
山
政
権
で
は
新
・
新
党
結
成
へ
の
状
況
を
よ
り
詳
細
に
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
野
党
の
新
・
新
党
の
結
成

へ
の
始
動
は

「

政
治
漫
画
」
に
よ
れ
ば
七
月
七
日
の
合
同
選
挙
対
策
委
員
会
発
足
（
7
／
9
Y
）
で
あ
っ
た
。
「
政
党
」
四
五
枚
の
う
ち
新
・

新
党
関
係
の
「
政
治
漫
画
」
は
二
五
枚
と
五
割
を
超
え
る
。
特
に
八
月
に
は
「
政
党
」
全
体
の
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
。
七
月
二
五

日
の
小
沢
氏
の
「
新
・
新
党
九
月
結
成
」
発
言
（
8
／
7
M
）
が
い
わ
ゆ
る
「
観
測
気
球
」
と
な
っ
て
、
細
川
・
海
部
・
羽
田
・
石
田
の

各
党
首
の
新
・
新
党
へ
の
関
心
の
度
A
ロ
い
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
小
沢
発
言
に
対
し
て
、
時
期
尚
早
論
が
登
場
し
（
8
／
8
A
、

8
／
1
0
A
）
、
新
生
党
内
で
も
小
沢
氏
の
先
行
を
碧
め
る
動
き
が
あ
っ
た
（
8
／
5
Y
、
8
／
9
Y
）
。
し
か
し
、
九
月
五
日
に
は
基
本

理
念
の
決
定

（
9
／
7
M
、
9
／
7
A
、
9
／
7
Y
）
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
七
月
の
小
沢
発
言
が
新
・
新
党
結
成
へ
の
加
速
を

促
す
触
媒
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
政
治
漫
画
」
か
ら
う
か
が
え
る
。
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（表3）「政治」小テーマ月別出現数

7月 8月 9月 計

内　　閣 27 32 20 79

国　　会 11 1 0 12

選　　挙 0 4 4 8

政　　党 10 17 18 45

政治倫理 2 0 1 3

その他 0 0 0 0

計 50 54 43 147

　
「

政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
要
因
と
し
て
、
修
辞
技
法
と
の
関
連
を
考
え
て
み
よ
う
。
テ
ー
マ
か
ら
は
「
政
治
」
に
お
け
る

「

内
閣
」
・
「
政
党
」
と
「
外
交
」
の
一
二
項
目
を
選
ん
で
技
法
と
の
関
連
を
み
る
こ
と
に
し
た
の
が
（
表
4
）
で
あ
る
。

　

「

政
治
常

識
」
と
は
、
政
治
現
象
一
般
を
想
起
さ
せ
る
画
像
内
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
言
葉
が
テ
ー
マ
の
設
定
に
大
き
く

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
内
閣
」
、
「
政
党
」
、
「
外
交
」
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
言
葉
が
「
政
治
常
識
」
を
表
象
す
る
手
段
と

し
て
七
・
入
割
を
占
め
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
か
ら
テ
ー
マ
の
設
定
は
言
葉
に
依
存
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
そ
の
よ
う
に
は
断
言

　
　
　
（
1
5
）

で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
言
葉
」
を
政
治
全
般
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
「
政
治
（
の
言
葉
）
」
（
政
党
、
政
権
、
権
力
、
支
持
率
な
ど

政
治

学
の
概
念
や
用
語
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
）
と
、
そ
の
時
々
の
出
来
事
に
関
わ
る
「
時
事
（
の
言
葉
）
」
（
円
高
、
公
共
料
金
値
上

げ
、
常
任
理
事
国
入
り
な
ど
）
の
二
つ
に
分
け
て
特
徴
を
み
る
。
す
る
と
、
「
政
治
（
の
言
葉
）
」
と
「
時
事
（
の
言
葉
）
」
と
の
比
が
「
内

閣
」
で
お
よ
そ
一
対
二
、
「
政
党
」
と
「
外
交
」
で
一
対
三
、
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
る
政
治
学
的
用
語
の
数
が
思

っ

た
よ
り
少
な
い
こ
と
と
、
認
知
さ
れ
て
い
る
「
政
治
（
の
言
葉
）
」
に
は
解
説
は
不
要
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
「
時
事
（
の
言
葉
）
」
は
初
め
て
「
政
治
漫
画
」
に
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
説
明
が
要
求
さ
れ
る
（
人
物
に
付
属
す

る
名
前
や
肩
書
き
の
「
言
葉
」
も
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
）
。
「
時
事
（
の
言
葉
ご
優
位
の
例
と
し
て
、
「
内
閣
」
に
お
け
る
「
毎

日
」
の
場
合
を
み
る
と
、
「
政
治
常
識
」
を
表
現
す
る
際
に
「
政
治
（
の
言
葉
）
」
が
一
つ
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
手
っ
取
り

ば
や

く
時
事
的
主
題
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
「
言
葉
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
こ

れ
に

対
し
て
「
政
治
常
識
」
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
は
、
「
政
党
の
シ
ン
ボ
ル
」
が
半
数
を
占
め
、
次
に
「
国
会
議
事
堂
」
（
議
会
）
、
「
日

の
丸
」
（
国
旗
問
題
）
、
「
ハ
ト
」
・
「
タ
カ
」
（
政
治
的
ス
タ
ン
ス
）
を
そ
れ
ぞ
れ
括
弧
内
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
文

化
的
示
唆
」
に
つ
い
て
は
、
「
内
閣
」
で
は
「
自
然
現
象
（
猛
暑
・
渇
水
）
」
、
「
風
物
詩
（
花
火
・
祭
り
）
」
、
「
機
械
・
事
物
」
の
三
項
目
が

ほ

ぼ
均
等
に

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め
て
い
る
。
渇
水
に
お
け
る
ダ
ム
の
放
水
を
村
山
政
権
の
政
策
転
換
に
な
ぞ
ら
え
た
「
政
治
漫

画
」
（
7
／
3
1
A
）
や
村
山
首
相
が
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
も
の
（
7
／
3
1
e
Y
）
な
ど
が
「
自
然
現
象
」
、
「
風
物
詩
」
の
例
で

あ
る
。
「
政
党
」
で
は
、
「
風
物
詩
」
が
四
分
の
一
近
く
に
達
す
る
。
た
と
え
ば
、
村
山
首
相
を
風
鈴
に
し
て
そ
れ
が
起
こ
す
風
で
社
会
党

の

「

基
本
政
策
」
の
看
板
を
吹
き
飛
ば
す
も
の
（
7
／
2
4
M
）
が
あ
る
。
「
外
交
」
に
お
い
て
は
、
要
素
が
拡
散
し
傑
出
し
た
特
徴
を
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
「
人
物
」
に
つ
い
て
は
シ
ン
ボ
ル
の
分
析
で
、
「
時
事
的
事
象
」
は
「
政
治
常
識
」
の
「
言
葉
」
に

包
摂
し
て
説
明
し
た
。
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（表4）テーマ設定の諸要因

内閣 政党 外交

政
言 政治 22 11 7

葉 時事 40 29 21

治

シンボル 22 6 3

常
な し 6 1 3

識
計 90 47 34

風物詩 12 10 6

文 自 然 13 3 3

芸術芸能 7 1 3

化
スポーツ 8 4 4

的 機械器具
11 5 2

交 通 3 2 3

示 金 銭 2 0 0

唆 その他
8 17 6

計 64 42 27

②
シ
ン
ボ
ル
の
分
析

94

1
．
テ
ー
マ
と
シ
ン
ボ
ル
（
人
物
）

　
シ
ン
ボ
ル
の
類
型
別
の
分
析
に
入
る
前
に
、
前
節
の
テ
ー
マ
の
分
析
に
関
連
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
分
析
と
し
て
人
物
の
検
討
を
し
て
お
く
。

　

（表

5
）
は
「
内
閣
」
・
「
政
党
」
・
「
外
交
」
の
テ
ー
マ
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
一
枚
の
な
か
の
登
場
人
物
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
一
人
」
ま
た
は
「
二
人
」
登
場
す
る
「
政
治
漫
画
」
が
ど
の
テ
ー
マ
も
五
〇
か
ら
六
〇
台
の
パ
ー
セ
ン
ト
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

い

る
。
こ
れ
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
「
見
か
け
の
情
報
量
」
に
起
因
す
る
特
質
で
あ
る
。
村
山
政
権
の
特
徴
は
以
下
の
点
に
示
さ
れ
て
い

る
。
「
内
閣
」
で
は
与
党
三
党
の
党
首
に
よ
る
運
営
を
反
映
し
て
、
「
三
人
」
が
二
割
強
登
場
す
る
。
「
政
党
」
で
は
、
野
党
の
新
・
新
党
結

成

の
動

き
に
呼
応
し
て
野
党
の
党
首
・
首
脳
の
人
数
の
「
四
人
以
上
」
が
三
割
占
め
て
い
る
。
こ
の
「
内
閣
」
と
「
政
党
」
に
お
け
る
人
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物
の

結
果

は
、
　
見
時
事
的
な
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
前
述
し
た
「
政
治
漫
画
」
の
基
本
的
性
質
で
あ
る
「
一
人
ま
た
は

二
人
」
の
登
場
人
物
の
方
針
を
崩
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
　
と
い
う
の
は
人
物
の
こ
の
原
則
は
、
次
の
よ
う
な
経
験

的
結
果
を
も
と
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
一
人
」
は
主
と
し
て
出
来
事
の
中
心
人
物
　
　
特
に
首
相
ー
で
あ
り
、
「
二
人
」
と
は
中

心
人

物

と
対
立
候
補
と
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
「
内
閣
」
の
「
三
人
」
は
与
党
・
政
府
と
し

て

ひ

と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
内
閣
」
で
は
村
山
首
相
ひ
と
り
で
の
行
動
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
柔
軟
性
の
あ
る
対

応
が
可
能
で
あ
る
。
「
政
党
」
に
し
て
も
同
じ
よ
う
に
、
「
四
人
以
上
」
の
枚
数
の
多
さ
は
新
・
新
党
グ
ル
ー
プ
を
一
括
し
て
と
ら
え
、
政

府

と
の
対
立
を
「
政
治
漫
画
」
の
中
に
含
ま
せ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み
な
せ
ば
、
「
外
交
」
に
お
け
る
「
一
人

な
い
し
二
人
」
の
高
率
は
首
相
と
外
相
の
セ
ッ
ト
と
諸
外
国
と
の
交
際
の
割
合
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
に

特
定
化

さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
内
閣
」
で
は
村
山
・
河
野
・
武
村
の
与
党
三
党
首
で
八
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ

た
。
村
山
首
相
ひ
と
り
で
は
四
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
約
半
数
を
占
め
る
。
政
治
を
象
徴
す
る
の
に
与
野
党
の
党
首
・
首
脳
を
用
い
る
手

法

は
、
「
政
党
」
項
目
で
も
同
様
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
与
野
党
党
首
・
首
脳
で
「
政
治
漫
画
」
の
登
場
人
物
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
と
い
う
点
が
こ
の
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
お
け
る
人
物
の
与
野
党
の
割
合
は
与
党
側
一
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

の
に

対
し
て
、
野
党
（
旧
連
立
）
側
は
六
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
与
党
の
ほ
ぼ
三
倍
半
も
の
登
場
数
が
あ
る
。
テ
ー
マ
の
分
析
で
明
ら
か

な
っ
た
よ
う
に
、
新
．
新
党
の
結
成
が
「
政
党
」
項
目
の
な
か
で
の
・
王
要
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
与
党
側
も
社
会
党

の
党
大
会
や
自
民
党
の
派
閥
解
消
の
試
み
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
に
は
村
山
・
河
野
両
党
首
が
登
場
す
る
機
会
が

多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
新
党
さ
き
が
け
」
の
武
村
氏
は
「
政
党
」
テ
ー
マ
の
「
政
治
漫
画
」
に
一
度
も
登
場
し
て
い
な
い
。
「
さ
き

が
け
」
独
自
の
活
動
が
「
政
治
漫
画
」
の
素
材
と
し
て
満
足
を
得
る
も
の
で
は
な
い
と
「
政
治
漫
画
」
が
判
断
し
た
の
は
、
「
さ
き
が
け
」

の
も
つ
自
民
．
社
会
と
い
う
五
五
年
体
制
の
対
立
政
党
を
繋
ぐ
役
割
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
さ
き
が
け
」
は
議
席
数
の
少

な
さ
も
あ
っ
て
、
単
独
で
は
政
治
の
舞
台
に
立
つ
と
い
う
よ
り
も
政
権
の
中
の
調
整
役
と
し
て
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
握
っ
て
「
黒
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子
」
役
に
撤
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
政
党
」
項
目
に
当
該
党
首
（
代
表
）
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「

外
交
」
に
お
い
て
は
、
村
山
・
河
野
・
武
村
の
政
府
首
脳
が
人
物
の
七
割
に
及
ぶ
。
こ
こ
で
も
中
心
的
役
割
は
村
山
首
相
と
河
野
副

総
理
で
あ
る
。
（
登
場
回
数
に
し
て
武
村
氏
は
二
人
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
）
役
割
の
違
い
と
役
職
の
違
い
が
「
政
治
漫
画
」
に
お
い

て

如
実
に

表
れ
た

こ
と
を
「
政
党
」
と
「
内
閣
」
の
人
物
の
傾
向
は
示
し
て
い
る
。

（表5）「政治漫画」の登場人物数

内　閣 政　党 外　交

1人 32 15 11

2人 20 10 10

3人 17 3 2

4人以上 7 14 8

0人 3 4 0

計 79 46 31

2
．
　
「
主
体
」
の
分
析

　

（表

6
）
に
よ
れ
ば
、
「
政
治
漫
画
」
の
「
主
体
」
に
お
け
る
人
物
は
事
物
に
く
ら
べ
て
圧
倒
的
に
優
位
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
「
内
閣
」
・
「
政
党
」
の
「
政
治
」
テ
ー
マ
は
八
割
強
、
「
外
交
」
に
い
た
っ
て
は
ほ
ぼ
全
部
が
人
物
を
「
主
体
」
に
設
定
し
た
「
政
治

漫
画
」
に
な
っ
て
い
る
。
羽
田
政
権
の
場
合
で
も
九
割
を
超
し
て
い
た
の
で
こ
の
点
で
は
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
「
外
交
」
の
人
物
重
視
（
偏
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重
）
は
、
テ
ー
マ
の
分
析
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
み
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
「
外
交
」
・
「
世
界
」
に
の
み
登
場
し
「
政
治
」
項
目
に
は
登
場

し
な
い
人
物
（
サ
ミ
ッ
ト
で
の
西
欧
諸
国
首
脳
、
ア
ジ
ア
歴
訪
の
際
の
諸
国
首
脳
な
ど
）
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
に
、
一
度
の
機
会
に
読

者
に

認
知

さ
せ
よ
う
と
「
言
葉
」
と
の
併
用
も
厭
わ
ず
に
人
物
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
る
。

　
次
に

「

主

体
」
の
人
物
が
ど
の
程
度
特
定
化
さ
れ
て
い
る
か
を
（
表
6
）
か
ら
み
る
と
、
「
内
閣
」
、
「
政
党
」
と
も
に
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
。
「
内
閣
」
で
は
、
与
党
首
脳
が
八
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
野
党
首
脳
が
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
首
脳
を
除
く
与
党
政
治
家
が
七
・

五

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
内
訳
に
な
っ
て
い
る
。
「
政
党
」
に
つ
い
て
は
、
野
党
首
脳
が
六
入
・
五
、
与
党
首
脳
が
一
入
・
五
と
な
り
、
そ
の

他
の

政
治
家
が
与
党
で
九
・
二
、
野
党
で
三
・
七
、
と
い
う
パ
ー
セ
ン
ト
を
得
て
い
る
。
「
内
閣
」
に
お
け
る
与
野
党
政
治
家
の
登
場
比
率

は
、
単
独
．
集
団
い
ず
れ
に
せ
よ
与
党
政
治
家
の
作
用
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
政
党
」
で
は
、
野
党
と
与
党
の

政
治

家
の
登
場
枠
が
あ
る
程
度
定
め
ら
れ
て
お
り
、
相
互
作
用
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
節
の
「
主
体
」
ー
「
客

体
」
渾
然
一
体
と
な
っ
た
「
人
物
」
の
傾
向
と
差
異
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
の
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
中
で
「
主
体
」
と
し
て
の
人
物
の
影

響
力
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
「
外
交
」
に
つ
い
て
も
こ
の
傾
向
（
「
主
体
」
の
人
物
の
優
位
）
は
み
ら
れ
る
。
河
野
・
村
山
で
七
割
を
占

め
る
。

　
こ
こ
で
「
首
相
」
の
登
場
数
を
羽
田
政
権
期
の
「
政
治
漫
画
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
羽
田
首
相
（
当
時
）
は
一
二
三
枚
中
二
五
枚
（
二

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
村
山
首
相
は
一
六
四
枚
中
七
一
枚
（
四
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
羽
田
氏
の
ほ
ぼ
二
倍
の

登
場
数
が
あ
る
。
（
「
政
治
」
項
目
す
べ
て
の
「
政
治
漫
画
」
の
首
相
登
場
数
と
を
比
較
し
た
。
）
「
政
治
漫
画
」
の
首
相
は
政
治
の
リ
ー
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ー
シ
ッ
プ
を
象
徴
す
る
。
自
民
党
単
独
政
権
時
代
と
比
べ
て
も
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
首
相
の
役
割
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

連
立
政
権
が

到
来
し
て
首
相
の
役
割
は
増
加
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
と
い
う
の
は
、
同
一
政
党
と
は
異
な
っ
た
主
義
・
主
張
を
互
い
に
持

ち
、
わ
ず
か
の
政
策
の
合
意
を
頼
り
に
政
府
・
与
党
内
の
調
整
を
行
な
う
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
政
治
漫
画
」
が
リ
ー
ダ
ー
の
ス

タ
イ
ル
を
全
て
描
き
だ
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
比
較
で
は
羽
田
氏
の
影
の
薄
さ
を
改
め
て
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確
認
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

（表6）「主体」の構成

内　閣 政　党 外　交

村　　山 51 8 17

河　　野 20 2 8

武　　村 11 0 0

細　　川 1 6 0

羽　　田 2 7 0

海　　部 1 7 0

石　　田 0 4 0

米　　沢 0 5 0

小　　沢 0 7 0

市　　川 0 2 0

不　　破 0 1 0

その他与党政治家 7 5 1

外国政治家 0 0 11

非特定者 5 6 0

人　物　計 98 60 37

事　　　物 17 12 1

総　　　計 115 72 38

98

3

「

客
体
」
の
分
析

　

（表

7
）
を
み
る
と
、
「
内
閣
」
と
そ
の
他
二
つ
の
項
目
と
で
は
人
物
と
事
物
の
割
合
に
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
内
閣
」
で
は
事

物
が
人

物
を
四
倍
程
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
民
党
政
権
下
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
る
人
物
が
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
と
相
侯
っ
て
、

「

主
体
」
の
人
物
の
生
ず
る
行
動
の
影
響
を
モ
ノ
で
受
け
と
め
て
人
間
間
の
対
立
状
況
を
緩
和
さ
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
通
ず
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
山
政
権
下
の
「
内
閣
」
の
「
客
体
」
の
事
物
は
人
間
を
象
徴
し
て
い
な
い
も
の
が
多
い
（
事
物
内
で
八
割
強
で
あ



る
）
。
連
立
政
権
下
で
は
、
「
主
体
」
と
な
る
べ
き
人
物
で
さ
え
も
縷
々
変
化
す
る
。
細
川
・
羽
田
・
村
山
の
歴
代
首
相
が
一
年
で
登
場
し

た

こ
と
を
考
え
る
と
、
「
客
体
」
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
擬
人
化
す
べ
き
シ
ン
ボ
ル
を
見
つ
け
出
す
ほ
ど
人

物
が

「

政
治
漫
画
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
事
態
が
生
ず
る
。
事
物
に
よ
る
事
項
の
象
徴
化
傾
向
は
「
政
治
漫
画
」
の
な
か
に
登
場
す
る

人

物
を
ふ
く
む
情
報
容
量
の
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
別
の
角
度
か
ら
の
情
報
容
量
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。

政治漫画にみる村山政権（茨木）

（表7）「客体」の構成

内　閣 政　党 外　交

村　　　山 5 2 5

河　　　野 1 0 6

海　　　部 0 3 0

羽　　　田 0 3 0

細　　　川 0 3 0

小　　　沢 0 2 0

クリントン 0 0 2

その他の与党政治家 0 1 0

その他の野党政治家 0 1 0

その他の海外政治家 0 1 5

非特定者 3 2 2

人物総計 9 18 20

事　　　物 38 16 11

総　　　計 47 34 31
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4
．
　
「
述
語
」
の
分
析

　

（表

8
）
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
動
作
・
状
態
の
描
写
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
内
閣
」
で
は
「
予
期
せ
ぬ
結
果
」

と
「
積
極
的
行
為
」
で
半
数
弱
を
占
め
る
。
こ
の
二
つ
の
項
目
に
村
山
政
権
の
特
質
を
「
政
治
漫
画
」
が
描
き
だ
し
て
い
る
。
「
述
語
」
が

「

政
治
漫

画
」
に
登
場
す
る
人
物
や
事
物
の
作
用
の
結
果
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
物
や
事
物
の
描
か
れ
方
の
一
環
と
し

て

シ
ン
ボ
ル
化
傾
向
と
な
ら
ん
で
「
政
治
漫
画
」
の
対
象
に
対
す
る
評
価
が
に
じ
み
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
村
山
政
権
に
お
い
て
は
、
「
予

期
せ
ぬ
結
果
」
に
お
い
て
政
権
へ
の
懸
念
を
、
「
積
極
的
行
為
」
に
お
い
て
政
権
へ
の
「
幾
分
」
肯
定
的
な
評
価
を
「
政
治
漫
画
」
が
与
え

て

い
る
。

　
「
予
期
せ
ぬ
結
果
」
に
関
し
て
は
、
「
朝
日
」
で
は
連
立
の
不
調
和
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
（
7
／
2
A
、
7
／
3
A
、
7
／
1
5
A
、
7
／

2
9
A
な
ど
）
。
「
毎
日
」
で
は
、
連
立
に
内
在
す
る
対
立
状
況
と
対
照
状
況
を
あ
わ
せ
て
描
き
だ
し
て
い
る
。
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で

ハ
ト
を
強
調
す
る
首
相
を
尻
目
に
ハ
ト
の
顔
を
し
た
タ
カ
が
発
見
さ
れ
る
（
8
／
1
7
M
）
よ
う
な
「
政
治
漫
画
」
が
多
く
見
ら
れ
る
（
7
／

3
M
、
8
／
1
4
M
、
8
／
1
8
M
な
ど
）
。
「
読
売
」
も
対
照
性
を
重
点
に
連
立
の
不
調
和
を
描
い
て
い
る
（
7
／
3
1
Y
、
8
／
7
Y
、

9
／
1
6
Y
な
ど
）
。

　
「

積
極
的
行
為
」
で
は
、
「
朝
日
」
が
も
っ
と
も
批
判
的
で
冒
険
へ
の
挑
戦
を
描
く
こ
と
か
ら
失
敗
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
が
多
い
（
7
／

5
A
、
8
／
1
9
A
、
8
／
3
0
A
な
ど
）
。
「
毎
日
」
と
「
読
売
」
は
「
冒
険
」
に
先
取
り
や
旧
弊
の
打
破
を
読
み
込
ん
で
い
る
（
8
／

2
1
M
、
9
／
2
5
M
、
7
／
1
Y
、
7
／
2
8
Y
な
ど
）
。
河
野
副
総
理
に
背
負
わ
れ
て
い
た
「
老
人
」
村
山
首
相
（
7
／
5
A
）
が
、

ス

ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
で
旗
門
（
政
治
諸
課
題
）
を
通
過
し
た
り
（
7
／
2
8
Y
）
、
高
齢
者
と
と
も
に
T
シ
ャ
ツ
で
踊
る
（
8
／
2
0
e
Y
）

「

政
治
漫
画
」
の
描
写
が
こ
の
政
権
の
評
価
の
変
容
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
連
立
の
課
題
、
高
齢
の
懸
念
を
い
ず
れ
も
乗
り
越
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る
。
村
山
政
権
へ
の
肯
定
的
な
評
価
が
「
政
治
漫
画
」
の
中
に
見
え
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
政
権
成
立
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（表8）「述語」の内訳

内　閣 政　党 外　交

消極的行為 12 12 6

予期せぬ結果 20 5 2

局外者作用 10 2 2

感情の表出 9 1 8

積極的行為 14 16 6

観察・測定 5 1 0

命令・指令 0 3 0

儀礼的行為 0 0 2

そ　の　他 11 4 4

計 81 44 30

当
初
の
期
待
と
不
安
の
混
在
し
た
状
況
が
成
立
三
ヵ
月
間
の
「
政
治
漫
画
」
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

政治漫画にみる村山政権（茨木）

W
　
お
わ
り
に

　
連
立
後
初
め
て

の

「

社
会
党
政
権
」
で
あ
る
村
山
内
閣
は
、
実
質
的
に
は
自
民
党
政
権
の
政
策
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
野
党
で
あ

る
旧
連
立
側
の
批
判
の
矛
先
を
か
わ
し
政
権
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
「
政
治
漫
画
」
の
議
題
設
定
能
力
に
着
目
し
、
外
在
的
な
特
徴

に

重
点

を
置
い
て
内
容
分
析
を
行
な
っ
た
の
が
本
稿
で
あ
っ
た
。
「
テ
ー
マ
」
の
分
析
で
は
、
「
政
治
」
項
目
全
体
を
み
れ
ば
細
川
・
羽
田

政
権
に

比

べ
て

目
立
た
な
い
が
、
内
部
に
対
立
を
含
み
つ
つ
も
野
党
や
諸
外
国
と
い
っ
た
対
外
的
な
対
応
で
は
柔
軟
な
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。

こ

の

柔
軟
な
姿
勢
は
「
シ
ン
ボ
ル
」
の
分
析
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
こ
と
に
「
述
語
」
の
分
析
に
お
い
て
意
外
性
の
あ
る
柔
軟
性
と
位
置
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付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
政
治
漫
画
」
そ
れ
自
体
に
も
従
来
の
五
五
年
体
制
時
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
特
質
が
抽
出
さ
れ
た
。
政
治
常
識

の
言

語
に

よ
る
表
現
の
増
加
や
「
客
体
」
に
お
け
る
事
物
シ
ン
ボ
ル
の
機
能
の
変
容
な
ど
が
こ
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
政
治
漫
画
」
の
議
題
設
定
機
能
の
中
で
態
度
へ
の
影
響
を
狙
っ
た
表
現
技
巧
を
分
析
す
る
方
法
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
治
批
判
の
道
具
と
い
う
「
政
治
漫
画
」
の
特
質
に
た
ち
か
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
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・
、
・
°
且
コ
邑
日

　
　綱
゜
Q
力
o
宮
①
日
ヨ
（
Φ
ム
シ
ミ
自
句
9
§
§
ミ
ミ
e
、
へ
§
“
q
邑
く
o
邑
蔓
O
〔
一
一
一
日
O
｛
ω
勺
冨
預
お
①
ρ
P
唱
゜
お
下
お
ρ
（
学
習
院
大
学
社
会
学
研
究
室
訳
「
マ
ス
・
コ

　
　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
大
衆
の
趣
味
、
組
織
的
な
社
会
的
行
動
」
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
東
京
創
元
社
、
一
九
六
八
年
、
二
七
六
ー
二
七
八

　
　
頁
）
。

（
5
）
⑤
の
「
利
用
と
満
足
」
の
研
究
と
議
題
設
定
機
能
・
「
政
治
漫
画
」
と
の
関
わ
り
は
後
日
、
「
政
治
・
メ
デ
ィ
ア
・
政
治
漫
画
③
」
に
お
い
て
言
及
す
る
も

　
　
の
と
し
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

（
6
）
o
妻
。
・
＜
。
戸
o
・
○
§
。
・
、
琴
寄
o
§
げ
⑦
三
己
n
国
亘
“
S
§
e
§
音
恕
、
菖
y
亀
㌔
§
誉
ミ
ミ
崇
へ
篭
§
㌧
冒
§
“
§
§
へ

　
　
§
爵
§
〉
勺
量
①
o
q
o
ヨ
冶
。
。
戸
゜
（
竹
下
俊
郎
訳
　
　
『
マ
ス
コ
ミ
が
世
論
を
決
め
る
』
勤
草
書
房
、
一
九
入
入
年
）
。

（
7
）
以
下
、
新
聞
名
を
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

（
8
）
「
政
治
漫
画
」
の
「
重
複
」
は
選
挙
の
争
点
の
時
に
見
ら
れ
る
。
　
拙
稿
「
選
挙
と
「
政
治
漫
画
』
ー
研
究
動
向
・
内
容
分
析
」
（
「
選
挙
研
究
」
第
五
号
、

　
　
「
〇
五
頁
ー
一
一
九
頁
）
。
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（9
）
メ
ド
ハ
ス
ト
ら
の
論
文
の
「
主
題
設
定
」
を
参
考
に
し
た
。
ζ
゜
ζ
o
ユ
庁
旨
゜
。
⇔
き
△
呂
’
O
o
ω
o
口
゜
・
靭
．
、
勺
o
一
宣
6
巴
〔
①
詳
0
8
⑩
器
夢
o
勾
庁
⑦
8
「
8
巴
ウ
o
コ
員
．
、

　
　9
§
§
ミ
ミ
§
篭
o
ボ
ミ
o
ボ
R
§
言
、
吟
゜
。
（
一
㊤
゜
。
一
）
二
鵠
－
N
ω
Φ
゜

（
1
0
）
法
学
部
政
治
学
科
に
所
属
す
る
三
年
生
五
名
で
あ
る
。

（
1
1
）
前
出
の
学
生
が
名
前
が
判
明
し
た
人
物
を
基
準
に
し
た
。

（
1
2
）
細
川
政
権
は
九
三
年
八
月
か
ら
、
羽
田
政
権
は
九
四
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ヵ
月
を
比
較
の
対
象
と
し
た
。

（
1
3
）
「
政
治
漫
画
」
は
（
月
／
日
　
新
聞
名
イ
ニ
シ
ャ
ル
）
と
表
し
た
。
な
お
、
夕
刊
掲
載
の
場
A
口
、
「
e
新
聞
名
イ
ニ
シ
ャ
ル
」
と
表
記
し
た
。

（
1
4
）
本
稿
で
は
「
政
治
漫
画
」
の
呼
称
を
「
政
治
漫
画
」
の
送
り
手
全
体
を
指
す
場
合
に
も
用
い
る
。

（
1
5
）
「
主
題
設
定
」
の
他
の
要
因
と
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
6
）
拙
稿
「
政
治
漫
画
に
み
る
政
治
過
程
l
P
K
O
法
案
に
お
け
る
政
治
漫
画
の
内
容
分
析
」
（
『
北
陸
法
学
』
第
］
巻
一
・
二
合
併
号
、
一
九
九
三
年
、

　
　
四
頁
）
。

（
1
7
）
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
・
オ
フ
ェ
ル
「
政
治
マ
ン
ガ
に
み
る
『
日
本
の
首
相
』
（
『
潮
』
一
二
月
号
、
一
九
九
三
年
、
一
二
〇
頁
）
。

九

政治漫画にみる村山政権（茨木）
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